附則別記第４号様式（附則第23項関係）

自動車税種別割減免申請書
	納税者
	 住所（所在地）



	
	 氏名（名　称）

（電話番号）　　　－　　　　－　　　　

	
	個人番号
又は法人番号
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	経常損益
の 状 況
	経常収益　①
	経常費用　②
	経常損益　①－②

	
	円


	円


	円



	減免を
受けよう
とする
バスの数
	 生活路線の運行の用に供したバスの数　　　　　　　　　③
	台

	
	 一般乗合用バスの所有総数　　　　　　　　　　　　　　④
	台

	
	 生活路線に係る走行キロ数　　　　　　　　　　　　　　⑤
	㎞

	
	 全路線に係る走行キロ数　　　　　　　　　　　　　　　⑥
	㎞

	
	 補助対象期間（ ・ ・ ～ ・ ・ ）の日数　　　　　　　⑦
	日

	
	 減免を受けようとするバスの数（記載要領６を参照)　　⑧
	台

	減免を
受けよう
とする
自動車税
種別割
	登録

年月日
	登　録

番　号
	乗車

定員
	４月１日から４月７日
までの期間
	生活路線
走 行 率

⑨
⑩
     ⑪
	主　な

定置場
	税額

	
	
	
	
	生活路線に
係る走行キ
ロ数    ⑨
	全路線に係
る走行キロ
数　　　⑩
	
	
	

	
	・ ・
	
	人


	㎞

	㎞

	％

	
	円



	
	・ ・
	
	
	
	
	
	
	

	
	・ ・
	
	
	
	
	
	
	

	
	・ ・
	
	
	
	
	
	
	

	
	・ ・
	
	
	
	
	
	
	

	   上記のとおり、自動車税種別割の減免を受けたいので、申請します。

                             （根拠法令－道税条例第　　条）

　　　年　　月　　日

申請者　住所（所在地）

氏名（名　称）　　　　　　　　　　　　　

   北海道札幌道税事務所長　様



注意　この申請書を提出する際には、次に掲げる書類を添付してください。　　　(1)　補助金交付決定通知書又は補助指令書

(2)　補助金交付申請書

(3)　運行系統別輸送実績及び平均乗車密度算定表

(4)　その他知事が必要と認める書類
記　　　載　　　要　　　領
１　①欄及び②欄は、減免を受けようとする年度の前年度において国又は道が地方バス路線維持のため交付する補助金の対象となった期間（以下「補助対象期間」という。）における一般乗合旅客自動車運送事業に係る経常収益及び経常費用をそれぞれ記載すること。

２　③欄は、補助対象期間において生活路線（地域住民の生活に必要な路線で輸送人員の減少等により運行の維持が困難になっているものとして、知事が決定した地方バス路線維持に係る計画において定められたバス路線で、平均乗車密度に１日当たりの運行回数を乗じて得た数値が10以上150以下であるものをいう。）の運行の用に供した一般乗合用バスの数を記載すること。

３　④欄は、減免を受けようとする年度の４月１日現在において所有する一般乗合用のバスの総数を記載すること。

４　⑤欄及び⑥欄は、補助対象期間における生活路線及び全路線に係る走行キロ数をそれぞれ記載すること。

当該走行キロ数は、次の算式により算出した系統ごとの走行キロ数の合計キロ数とするものとする。

	系統ごとの
走行キロ数
	＝
	系統別免許
キロ数
	×
	当該系統の１日当たり運行回数
	×
	補助対象期間における運行日数
	×２


５　⑦欄は、補助対象期間の日数を記載すること。

６　⑧欄は、次の(1)又は(2)の算式（当該(1)又は(2)の算式のうち、補助対象期間がEQ \* jc2 \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゆん),閏)年の前年の10月１日からEQ \* jc2 \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゆん),閏)年の９月30日までの間である場合にあっては、「365」とあるのは「366」とする。）により算出した数（当該算出した数に１未満の端数があるときは、その端数を四捨五入した数とする。）のいずれか小さい方の数を記載すること。
	(1)
	
	③
	×
	⑦
	

	
	
	
	
	365
	

	
	

	(2)
	
	④
	×
	⑤
	×
	⑦

	
	
	
	
	⑥
	
	365


７　「減免を受けようとする自動車税」の欄については、付表により算出した値を、付表「③生活路線走行率」の値が高いものから順に次のように記載すること。
　(1)　⑨欄は、付表「①生活路線に係る走行キロ数」の合計を記載すること。

　(2)　⑩欄は、付表「②全路線に係る走行キロ数」の合計を記載すること。

　(3)　⑪欄は、付表「③生活路線走行率」の値を記載すること。

